
施　策

成果指標

R7目標値 ／ R5実績値 ／

判　定

0人 26人

目標値に対する判定理由と達成に向けての取り組みについて 担当 学校教育課

2-1　子育て支援の充実（総合計画）

年度当初の保育園待機児童数

D

経緯

2019年10月から実施された保育の無償化や共働き世帯の増加、子育て世帯の転入により保育ニーズが
高まる中、全国的な保育士不足が深刻である上に、近隣市町で保育士を取り合う現状がある。0歳か
ら2歳を担当する担任保育士不足により、派遣保育士も活用したが、必要数の職員確保には至らず、
必要なクラスの開設ができなかったため。

目標達成に向けての取り組み

子どもの安全をはじめとする保育の質を維持し、さらにニーズに応じたクラス数を開設するために
は、必要数の職員（担任保育士、休暇代替保育士、早朝・延長保育士、調理員）を確保する必要があ
る。令和５年度から園の職場環境改善のため、休憩代替職員を雇用し休憩の確保に努めたり、パート
保育士を雇用し担任職員の事務時間を確保したり、会計年度任用職員の離職を防ぐ目的で昇給延長を
したり処遇改善に取り組んでいるが、さらなる職場環境改善及び職員の確保に努める。

資料４



施　策

成果指標

R7目標値 ／ R5実績値 ／

判　定

200人 52人

目標値に対する判定理由と達成に向けての取り組みについて 担当 町民課

3-6　人権尊重社会の形成

人権講演会や研修会の参加人数

D

経緯

これまで青少年育成推進協議会と共同開催していた「東員町人権教育・青少年育成推進事業」の開催
が無くなり、人権講座のみの開催となった。

目標達成に向けての取り組み

人権に対する意識向上を図るためには、人権講演会や研修会を行うことが大切であると考えるため、
県の出前講座を利用する等広く周知啓発する事業を検討していく。また、東員町人権教育・青少年育
成推進事業の開催が無くなりこれに代わる事業として、保・幼・小・中学校に向けた人権学習会を実
施していく。



施　策

成果指標

R7目標値 ／ R5実績値 ／

判　定

国語10％
算数10％

国語19.5％
算数14.6％

目標値に対する判定理由と達成に向けての取り組みについて 担当 学校教育課

5-1　幼児教育・学校教育の充実（総合戦略）

総合学力調査（IRT）小学校国語・算数の結果によるD層児童数の割合

D

経緯

総合学力調査（IRT）小学校国語・算数の結果によるD層児童数の割合を減らすために、各校でテスト
結果の分析活動を実施していたが、その先にある授業改善活動へのつながりが薄く、テスト結果の分
析のみに留まっていることが多かっため。PDCAサイクルに沿ったテスト分析⇒授業改善活動になって
いなかったため。

目標達成に向けての取り組み

総合学力調査（IRT）小学校国語・算数の結果から、どの問題に児童生徒がつまずきを持っているの
かを分析し、その分析から児童生徒の弱みとなっている部分を明らかにする。そして、その弱みを元
にした授業改善活動を各個人ではなく、学校全体で行っていく。また、各校に指導主事が赴き、各先
生方の授業改善活動をサポートする。加えて、各学校の授業改善に関する取り組みを交流し合う場面
を作り、町全体で授業改善に取り組み、D層児童数の減少へとつなげていく。



施　策

成果指標

R7目標値 ／ R5実績値 ／

判　定

国語10％
数学10％

国語20.5％
数学21.9％

目標値に対する判定理由と達成に向けての取り組みについて 担当 学校教育課

5-1　幼児教育・学校教育の充実（総合戦略）

総合学力調査（IRT）中学校国語・数学の結果によるD層児童数の割合

D

経緯

総合学力調査（IRT）中学校国語・数学の結果によるD層児童数の割合を減らすために、各校でテスト
結果の分析活動を実施していたが、その先にある授業改善活動へのつながりが薄く、テスト結果の分
析のみに留まっていることが多かっため。PDCAサイクルに沿ったテスト分析⇒授業改善活動になって
いなかったため。

目標達成に向けての取り組み

総合学力調査（IRT）中学校国語・数学の結果から、どの問題に児童生徒がつまずきを持っているの
かを分析し、その分析から児童生徒の弱みとなっている部分を明らかにする。そして、その弱みを元
にした授業改善活動を各個人ではなく、学校全体で行っていく。また、各校に指導主事が赴き、各先
生方の授業改善活動をサポートする。加えて、各学校の授業改善に関する取り組みを交流し合う場面
を作り、町全体で授業改善に取り組み、D層児童数の減少へとつなげていく。



施　策

成果指標

R7目標値 ／ R5実績値 ／

判　定 D

経緯

　東員学び検定は６階級あり、多くの受検者はすべての階級に挑戦されて、６年間をかけて合格され
た。一般受検が始まった平成２６年から６年以上経過しており、東員学び検定を当初から受検されて
いた方々がすべての階級を合格され、以降は受検されなくなった。そのため、受検者数は減少傾向に
ある。また、コロナウイルス感染症対策により、学校や教育委員会事務局による保護者への啓発活動
を控えた時期があり、受検意識を醸成することが弱くなってしまったため。

目標達成に向けての取り組み

　保護者も子どもと同じ検定に挑戦することで、共に学ぶことや達成感などを共有することの価値の
大きさを、保護者に対して、学校や教育委員会事務局から発信を行い、保護者の受検者を増加させ
る。

60人 14人

目標値に対する判定理由と達成に向けての取り組みについて 担当 学校教育課

6-1　生涯学習の推進（総合計画）

「東員学び検定」の一般受験者数



施　策

成果指標

R7目標値 ／ R5実績値 ／

判　定

7件 2件

目標値に対する判定理由と達成に向けての取り組みについて 担当 産業課

7-1　農業の振興

人・農地プランの作成数

D

経緯

令和４年度末時点の人・農地プラン作成件数が目標値の半分に達していないため。

目標達成に向けての取り組み

令和5年4月の農業経営基盤強化促進法の改正に伴い、策定が任意であった人・農地プランが、地域計
画に名称変更とされ、令和7年3月末までに策定することが義務付けられました。改正前に穴太と中上
地区で地図を作成し、南大社、長深地区でも話し合いを進めてきました。今後、地域計画において10
年後の農地集積化へ向けた目標地図を作成するために話し合う地区の単位を、員弁川を挟んで川北
（神田・稲部）と川南（三和）の2地区として全地区を網羅することを農業委員会にて了承をいただ
いたことから、来年以降、目標地図の完成に向けて取り組みます。

(地域計画)
人・農地プランを法定化し、地域での話し合いにより目指すべき将来の農地利用の姿を明確化するた
めの計画（地域農業の将来の在り方と目標地図の作成）



施　策

成果指標

R7目標値 ／ R5実績値 ／

判　定

2件 0件

目標値に対する判定理由と達成に向けての取り組みについて 担当 建設課

9-1　良好な居住環境の形成

空き家の活用数

D

経緯

空き家バンクを活用した利用実績がなかったため。

目標達成に向けての取り組み

令和４年度に空家等対策計画を改定し、５つの基本方針をもって取り組む計画となっている。
特に、空き家の発生・抑制に向けた取り組みに特化し、地域への出前講座を中心に進めている。
空き家バンク制度については、現在、需要と供給のバランスが図れていないことから、空き家所有者
へ制度への理解を深めてもらうよう検討していく。



施　策

成果指標

R7目標値 ／ R5実績値 ／

判　定

1事業 0事業

目標値に対する判定理由と達成に向けての取り組みについて 担当 政策課

9-3　公共交通網の維持・確保

新たな技術や移動手段などの取り組み事業数

D

経緯

新たな技術や移動手段としてデマンド交通の研究を進め、県内のデマンド交通を導入している市町の
視察やデマンド交通を実施する事業者へのヒアリングなどを行ってきた。本町導入における検討課題
として、「オレンジバスとのすみ分け」「導入と維持経費」「運転手不足の中の事業者の確保」「タ
クシー事業者との競合」が課題と考えられる。今までの研究でデマンド交通の導入の場合、車両を２
台導入したとして初期経費が約２０００万円、維持費に年間３０００万円ほど経費が必要。

目標達成に向けての取り組み

デマンド交通に限らず、東員町に最も適した移動手段の確保について新たな視点で検討を進める。ま
た交通利便性に資する取り組みについても検討を進める。


